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１　主題について
１．１　主題設定の理由
⑴　算数科の目標を受けて
　学習指導要領算数科の目標には、「数学的
活動を通して、数量や図形についての基礎
的・基本的な知識及び技能を身に付け、日常
の事象について見通しをもち筋道を立てて考
え、表現する能力を育てるとともに、数学的
活動の楽しさや数理的な処理のよさに気付き、
進んで生活や学習に活用しようとする態度を
育てる。」と書かれている。数学的活動とは、
事象を数理的に捉えて、算数の問題を見出し、
問題を自立的・協働的に解決する過程を遂行

することであり、資質・能力の育成には欠か
せないものである。下の図【図₁】は、数学
的活動の流れを示したものである。この図の
ように、数学的活動は児童の思いを受けて進
んでいくものである。したがって、「日常生
活に生かせないかな」「問題を解決したけれ
ど、形や数を変えたら結果はどうなるかな」
という思いが、学習意欲の向上や日常生活に
生かそうとする思いにつながるはずである。

　文部科学省の学習指導要領解説算数編にも、
「算数で学んだことは活用できるように学習
されなければならないし、活用を重視した創
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【図₁　数学的活動の流れ】
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造的な学習展開を用意する必要がある。」と
方向性が示されており、授業で扱った内容を
児童が日常生活に生かしていけるようにする
ことが教師の役割だといえる。また、西村圭
一（2012）は「社会において数学でコミュニ
ケーションする力には、数学的表現から現象
を読み取ったり伝えたりすることと、日常使
われている数学を読み取ったりすることがあ
る」と言っており、学習場面と日常生活を乖
離させて考えさせるのではなく、日常生活に
算数・数学がつながっていることを意識させ
る必要がある。
⑵　児童の実態を受けて
　本学級は、男子15名、女子14名の計29名で
ある。教師の話を素直に聞き、何事にも真面
目に取り組める児童が多く、授業中の挙手も
積極的である。ノートに自分の考えを書いた
り発表したりすることにも意欲的に取り組み、
「もっと話したい」「もっと書きたい」という声
が上がるほどである。しかし、ノートを見る
と、理解した内容や自分の考えを上手くまと
めることができなかったり、発表の際に順序
立てて話すことができなかったりすることが
多い状況であった。また、₄月当初から、前
学年の学習内容や前時の学習が生かしきれな
い場面が散見されたため、スモールステップ

で進めていく必要があったことも事実である。
　そこで、₅月の初めに、算数の学習に関す
るアンケートを行ったところ、【図₂】のよ
うな結果が出た。「算数は好き」や「自分の
考えを発表したい」と答えた児童がそれぞれ
₉割を超えており、意欲はあることが分かっ
た。さらに、「算数の授業は分かる」「算数は
得意」と答えた児童もそれぞれ₈割を超えて
おり、算数ができていると感じている児童が
多いことも分かった。しかし、「生活の中で
算数を考えることはある」や「生活の中で算
数を使う場面はある」と答えた児童はそれぞ
れ₆割を切っており、日常生活に生かされて
いない、つながっていない児童も多いことが
分かった。このような文部科学省の示す学習
指導の方向性や児童の実態をふまえ、学んだ
ことを日常生活に生かそうとする児童の育成
を図ろうと考えた。そのためには、まず、数
学的な概念を正しく捉えさせ、それを使いた
いという思いをもたせることで、楽しみなが
らスキルを身に付けさせることが必要である。
そして、その身に付けたスキルを活用し、日
常生活に近い体験を授業で行うことで、算数
が日常生活につながっていることを意識させ
る。そうすることで、日常生活の中で算数が
使えることに気付き、学習内容を意欲的に生
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【図₂　アンケート結果（₅月）】
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かそうとうする態度が育つのではないかと考
え、本研究に取り組んだ。
１．２　主題の意味
⑴　学びの本質を捉えることについて
　「生かす」ためには、そもそも本質を捉え
ることができていることが前提となってくる。
ここでの「本質」とは、数学的な概念のこと
であり、ただ公式や定義・定理を覚えている
だけでなく、その公式や定義・定理の関係性
を含めて理解していることが求められる。さ
らに、理解するだけでなく、理解した公式や
定義・定理を問題解決する上で使いこなすこ
とができるということも必要となってくる。
⑵　学びを日常生活に生かそうとすることに
ついて
　算数の学習内容は、学校生活や家庭生活を
含めたすべての日常生活における、様々な場
面で活用する機会がある。しかし、アンケー
トの結果や日頃の児童の様子などから分かる
ように、日常の中で活用できる機会があるこ
とに気付いていなかったり、気付いていても
活用できていなかったりする状況が散見され
る。そのため、「日常生活の中に算数が隠れ
ていること」に気付かせ、「日常生活の中で
どのように算数を生かすか」ということを体
感的に経験することが必要となってくる。

２　研究目標
　以下のように、学びの本質（概念）をとら

え、日常生活に生かそうとする児童の育成を
目指す。具体的には、以下のように考えた。
○　数学的な概念を正しく捉え、楽しみなが
らスキルを身に付けようとする児童
○　身の回りから算数を見つけ、学習内容を
日常生活に生かそうとする児童

３　研究の仮説
３．１　本質を正しくとらえる【仮説１】
　数学的活動を重視した問題解決的な学習に
おいて、児童の思いをもとに授業を展開する
ことによって、数学的な概念を正しく捉える
ことができるであろう。
３．２　楽しみながら知識・技能を定着する
� 【仮説２】
　公式や定義・定理を使いたいという思いを
もたせるような学習場面を設定することで、
楽しみながら知識・技能を定着することがで
きるであろう。
３．３　日常生活に生かす【仮説３】
　数学的活動を重視した体験的な学習におい
て、日常生活とつながる場面で実体験を伴う
活動を設けることで、学びを日常生活に生か
すことができるであろう。
３．４　もっと学びたいという意欲をもつ
� 【仮説４】
　学習内容が日常生活とつながるという経験
をさせた上で、未学習事項を敢えて提示する
ことによって、さらにもっと学びたいという
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【図₃　₉の段の構成時の板書】
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意欲をもつことができるであろう。

４　研究の手立て
４．１　【仮説１】に対する手立て
　「こんなことにも気付いた」「こんなことも
したい」という児童の思いに寄り添いながら
授業を展開するとともに、数学的な概念や考
え方の仕組みを視覚的に捉えさせることで、
理解をより深めさせる。
４．２　【仮説２】に対する手立て
　合言葉の要領で九九を伝え合う活動（すれ
違いざまに　あいさつ九九！）によって、九九
の暗唱に親しませ、「使えるようにしたい」と
いう学習に対して前向きな意識を向上させる。
４．３　【仮説３】に対する手立て
　かけ算九九を活用した学習において、日常
生活につながる場面で実体験を伴う活動（ト
ライ　ショッピング！）を設定することで、
かけ算九九の必要感を高めさせるとともに、
日常生活の中に算数があることに気付かせる。
４．４　【仮説４】に対する手立て
　実際に学習内容が使われている生活場面を
提示することで、算数とのつながりを意識さ
せ、同時に未学習事項についても提示するこ
とで、もっと学びたいという学習意欲を高め
させる。

５　研究の実際（２年生「かけ算」における
実践）
５．１　本質を正しく捉えさせるために
　まず、₁時間の授業のめあては、教師が一

方的に提示するのではなく、授業毎に、問題
をもとに何をしたいのかを考えさせ、児童の
発言をつなぎながら設定するようにした。こ
の授業【図₃】の場合、₉の段の構成だけで
はなく、「きまりを見つけたい」という児童
の思いを受け、きまりを見つけるところまで
進めた。めあてが定まったところで、見通し
をもたせる「算数の芽」という場面を設けた。
これは、問題を解決するために必要な事柄、
既習事項などを挙げさせるもので、この活動
を積み上げていくことで、児童が「前回まで
の学習を生かして」とつぶやくようになり、
学びを生かそうという意識を高める効果も
あったと考えられる。これまでの学習とのつ
ながりを意識させることで、₉の段は「₉の
いくつ分」という考えで構成していけばよい
ことや、かける数が₁ふえると答えは₉ずつ
ふえることに気付かせることができた。また、
教科書では、「九九のきまり」という単元で
学習する内容ではあるが、児童の思いを受け、
₉の段の九九にどのようなきまりがあるのか
を自由に探させたところ、児童は一の位の数
と十の位の数の関係や交換法則などにも気付
いた。それだけでなく、「₉の段以外のきま
りも見つけたい」とつぶやくなど、「九九のき
まり」という単元にもつなげることができた。
　また、場面の状況を視覚的に捉え、かけ算
の仕組みへの理解の深化に迫るために、授業
毎に【図₄】のように「絵や図で表現してみ
る」という活動をさせた。はじめは、問題場
面を正しく捉えることができず、間違った図
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【図₄　児童が表した絵や図】
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を描く児童が多く見られた。しかし、この活
動を繰り返していくことで、「もとにする量
のいくつ分」という考え方が定着し、「もと
にする量」が何なのか意識できるようになり、
₉の段の学習時には、全員が正しい図に表し
ていた。
５．２　楽しみながら知識・技能を定着する
　₂年生の₂学期の算数の学習における課題
の₁つとして、かけ算九九の暗唱が挙げられ
る。この時期には、かけ算カードを使って「前
から順に、後ろから順に、バラバラで．．．」
と九九を暗唱できるようになるために必死に
なっている児童が多く見られる。「覚えて言
えるようになったのはうれしいけれど、₁人
で言っていても楽しくない」「九九を楽しく
覚えたい」という児童の思いを受け、九九を
楽しく正しく覚えて唱えさせるために、「す
れ違いざまに　あいさつ九九！」【図₅】と
いう活動に取り組ませた。この活動は、合言

葉の要領で、「八五？」と聞かれたら「40！」
と即座に答え返すものである。「あいさつ
九九で言いたいから覚えてきた」「もっと長
い時間やりたい」という声も上がり、この活
動によって楽しく九九の暗唱に親しむことが
でき、前向きに覚えようとする意識の向上に
つながったと考えられる。また、活動が始
まったばかりの頃は、不安な児童には、九九
表や教科書を持たせながら活動させた。その
ような児童も次第に九九表を持たなくなり、
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【図₆　トライ　ショッピング！の概要】

【図₅　あいさつ九九の様子】
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12月までには、学級の児童全員が正しく唱え
られるようになった。
５．３　日常生活に生かそうという思いを高

めるために
　日常生活でかけ算を使う場面の₁つに、
「買い物」の場面が挙げられる。その買い物
を「学校の中で」「九九を使ってできる」形
にした、「トライ　ショッピング！」【図₆】
という活動に取り組ませた。
　児童の活動への意欲を高めるために、まず、
お祭りの出店をイメージさせ、何を品物にす
るかを話し合わせた。次に、それぞれの品物
に₁～₉円の中でいくらの値をつけるのかを
話し合わせ、何を売る役になるかを決めさせ
た。それから、店ごとに品物の値札やポップ
を作り、本活動へ臨ませた。
　本活動は、実際に買い物をし、「お買い物
レシート」を活用して、代金を求めさせるも
のである。まず、九九を使って活動させるた
めに、「品物の値段を₁～₉円の中で考える」
「₁種類の品物につき₉こまで買える」とい
うルールを設けた。次に、₁種類しか買わな
かった場合、たし算を使わないため、「10円
の袋に入れ、それも合計金額に計上する」と
いうルールも設けた。そして、購入金額が大
きくなると、計算に時間がかかりすぎてしま
い、本活動の目標が時間内に達成できないこ
とを避けるために、「代金は100円程度に収め

る」というルールも設けた。また、₂グルー
プに分け、時間で区切って店員役と客役を交
代させることで、全員が買い物をし、「お買
い物レシート」を作成できるようにした。児
童は楽しみながら生き生きと活動に取り組み、
実際に「お買い物レシート」を作成していた。
その際に、感覚的にかけ算九九とたし算を使
いながら代金を計算していた。振り返りの場
面では、「買い物では、かけ算とたし算を使
うことが分かった」と発言する児童もおり、
買い物という生活場面の中に算数が存在する
ことに気付かせることができたと考える。
５．４　もっと学びたいという意欲をもたせ

るために
　前述の「トライ　ショッピング！」では、
学校の中で、九九を使って「お買い物レシー
ト」を作成させた。しかし、日常生活の中で
買い物をする際、₁円の商品はほとんど存在
せず、これだけでかけ算と日常生活がつな
がったとは考えにくい。そこで、実物のレ
シートを提示し、児童に考えさせる場面【図
₇】を設けた。それを提示すると、「自分た
ちが作ったお買い物レシートと同じだ」「実
際に買い物してレシートを見たい」というつ
ぶやきもあり、「トライ　ショッピング！」
での活動が日常生活につながったと考える。
また、「品物₁つあたりの値段が高いからか
け算で計算できない」という課題が児童の中
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【図₇　提示した実物のレシートと児童の反応】
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から生まれた。さらに、「値引き50％って何
だろう」「消費税ってどういうことだろう」
と言いながら、あえて未習事項を提示した。
振り返りの場面で、「値引きの計算の仕方を
知りたい」「大きい数でもかけ算で求めたい」
という記述があり、さらなる学習意欲の向上
につながったと考える。

６　研究の考察
６．１　５月と12月のアンケートの結果の比

較・検討
　12月に₅月と同じ質問項目のアンケートを
行い、年度当初と比べて自分がどうなったか
を振り返らせた結果、【図₈】のようになった。
アンケートによると、29名全員が「算数が好
き」と答え、「算数の授業が分かる」「算数が
得意」と答えた児童の割合も増えたことから、
₅月に比べて算数に対して良いイメージがも
て、前向きに学習する意識が高まったことが
うかがえる。また、「自分の考えを発表した
い」と答えた児童の割合もわずかながら増え、
その理由に対して「分かるから伝えたい」「で
きるようになって伝えたいから」と答えた児
童もいたことから、学習内容を正しく捉え、
楽しみながらスキルを身に付けさせたことは
有効であったといえる。しかし、すべての児
童が「自分の考えを発表したい」と答えたわ

けではなく、発表したいと思えない理由とし
て、「恥ずかしいから」「自信がないから」と
答えた児童もいた。一方、学習問題に対する
自分の考えについて、図や式、言葉などを
使ってノートに書き、それを周囲の児童に示
すことは積極的に行っている。このことから，
大人数での発表と少人数での発表について児
童が区別していることがわかり、大人数での
発表方法について、教室規範に基づく指導を
実施する必要があると考える。
　また、「生活の中で算数を考えている」や
「生活の中で算数を使っている」と答えた児
童は、ともに₈割を超えた。日常の中でも、
窓の外を見ながら「ナゴヤドームの屋根に三
角形がたくさん組み合わさっているのが分か
る」「昨日地下鉄に乗ったとき、乗った人と
降りた人の人数を計算しながら帰った」など
と、算数について児童同士で会話する姿も見
られるようになった。₆割を切っていた₅月
に比べると、日常生活の中から算数を見つけ
たり日常生活に生かそうとしたりする児童が
増えた。しかし、学習内容を断片的にしか日
常生活につなげて考えることができない児童
がいることも事実であり、どういう場面で算
数が使われているのかという現実的文脈にお
ける算数の活用について、実感できる場の増
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【図₈　アンケート結果（12月）】
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加が必要と考える。そのために、算数科授業
に限定するのではなく、教科横断的な指導の
中で、算数の必要性を実感させる指導も増や
すべきと考える。
６．２　ノートの記述や発言内容の変容
　学習のまとめの時間に振り返りをさせる際、
「これからしていきたいこと」や「日常生活
とつながること」をノートに記述させたり発
表させたりした。₅月では、「もっとたくさ
ん計算したい」「繰り上がりや繰り下がりに
気をつけて計算したい」「長さを間違えずに
測りたい」など、スキルの向上に関する記述
が多く、日常生活につながることに関する記
述は見られなかった。しかし、11月に行った
「かけ算」の学習では、「ものを数えるときに
同じ数ずつ囲んで、それがいくつ分なのかを
考えて数えるようになった」「買い物に行っ
て、もらったレシートからかけ算を見つけた
い」「教室の床のマスの数をかけ算の考え方
で数えてみたい」など、日常生活の中から算
数の存在に気付いたり、日常生活に生かそう
としたりする記述も見られるようになった。
12月に行った「図を使って考えよう」で、数
が増えたり減ったりする場面を図や式に表す
学習をしたときには、「地下鉄に乗ったとき
に、『₃人乗ってくると数はふえるから＋3
だ』『₂人降りると数は減るから－2だ』と頭
の中で計算するようになった」という記述も
見られるようになった。休み時間に、「この
前家でお菓子の数をかけ算で考えてみたよ」
と話したり、生活科の学習で秘密基地づくり
の材料費を考えるときに、「かけ算やたし算
の式はできたけれど、計算が分からないから
計算機を貸してください」と発言したりする
場面も見られるようになった。このことから、
日常生活に算数の存在を見つけ、学びを生か
そうとする態度が養われたと考えられる。
　また、算数の授業内の見通しをもたせるの
場面でも変化が見られた。かけ算の学習当初
は、「かけ算」「九九」「たし算」程度の発言の

みだったのが、学習後半になると、「前回ま
でのことを生かして」「前回と同じように足
していけばよい」「前回のように図で表した
い」と発言する児童が増えたことから、授業
間のつながりに気付き、既習事項をもとにし
て考えようとする姿勢も見られ、学びを生か
そうとする意識が高まったともいえる。

７　研究の成果と今後の課題
７．１　研究の成果
□　算数に対して、「楽しい」というイメー
ジをもつことができ、前向きに学習に取り
組む意識が高まったことで、楽しみながら
知識・技能を定着させることができた。
□　数学的な概念を視覚的に正しく捉えるこ
とができ、図や言葉を使って説明すること
ができるようになった。
□　児童に課題を見出させることで、未習事
項についても「できるようになりたい」と
いう思いが生まれるなど、学習意欲が向上
した。
□　日常生活の中から算数を見つけたり日常
生活に生かそうとしたりする意識が高まり、
算数の話題で日常会話するようになった。
７．２　今後の課題
■　心理的な側面によって、発信しようとす
る態度が阻害され、学級全体に自分の考え
を伝えきれないため、伝えやすい場を設け
たり、支援したりする必要がある。
■　学習内容をまったく日常生活につなげて
考えることができなかったり、学習内容を
日常生活に生かせていると感じる児童の中
にも、すべてを生かしきれていなかったり
するため、学習場面の設定の仕方や学習方
法について改善が必要である。

８　おわりに
　本研究は、学びの本質（概念）を捉え、日
常生活に生かそうとする児童の育成をねらい、
取り組んできた。その結果、九九カードを使
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わずに全員が暗唱できるようになったり、算
数の話題を友達同士で会話するようになった
りしたことから、実践を通して、楽しみなが
らスキルを習得し、学習内容を日常生活に生
かそうとする力が高まったと実感している。
しかし、今回の成果そのものは、一時的なも
のではなく、この取り組みが継続されて初め
て意味をなすものである。学習指導要領総則
編にも「児童が『理解していることやできる
ことをどう使うか』に関わる『思考力、判断
力、表現力等』は、社会や生活の中で直面す
るような未知の状況の中でも、その状況と自
分との関わりを見つめて具体的に何をなすべ
きかを整理したり、その過程で既得の知識や
技能をどのように活用し、必要となる新しい
知識や技能をどのように得ればよいのかを考
えたりするなどの力であり、変化が激しく予
測困難な時代に向けてますますその重要性は
高まっている。」と書かれており、学習内容
を日常生活に生かす力の向上が求められてい
る。学校で行われる算数の授業は、算数の有
用性を実感させるだけでなく、学習内容を確
実に日常生活に生かすことができるようにな
るためのプロセスだと捉えている。予測困難
な時代を生きていかなければならない状況に
ある今だからこそ、教師にとって、今後も質
の高い教材研究と授業改善が求められる。
　普段、「いつ、どの単元で学習したのか」
などと考えず、無意識的に算数を使って生活
しているはずである。ただ、「もっと効果的
な考え方はないか」「もっと便利な使い方は
ないか」と考える中で、「使える」算数は確
実に生きてくる。したがって、「意識的に使
う」ことが、生かそうとする気持ちを高める
きっかけとなるのではないだろうか。これら
の意識をもたせる方法は、本研究以外にも必
ずあるはずである。今後さらに研究を進めて
いき、日々の教材研究や授業づくりに生かし
ていきたい。
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